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　1990年2月20日15時53分頃，伊豆大島近海（西方沖）でM6.5の地震が発生，この地震の最大震度

は4（横浜・大島・東京・館山・新島・三宅島・石廊崎）となった．［第1図］。

　メカニズムはほぼ北西一南東圧縮の横ずれ［第2図］，被害は負傷者1人のほか，窓ガラス破損・

土砂崩れ等の物損が発生した［第1表］。

　余震活動は，当初かなり活発であったが，時の経過と共に次第に衰退し，3月29日まで続いてほ

ぼ終息した［第3図］。この期間における伊東市鎌田における地震数は計666個＊（本震・余震），こ

のうち有感となった地震は45個（気象官署で有感），震度の最大は4（1回・本震による）であっ

た。

　余震分布は南北に細長く（約25㎞長），深さは25㎞以浅。本震はこの分布域の北端に位置する注）

［第4図］。

　なお，この海域では1964年12月から1965年4月にかけて，かなり顕著な地震活動が発生している

［第5図(1)一(2)’］。この時の最大地震は12月9日のM5.8（深さはごく浅い）。

　また，1988年1月1日以降この2ヵ年間における今回の活動域の状況は，周辺海域に比べきわめ

て静かで，特に目をひく地震は発生していない［第5図(3)］。

今回の活動域とその付近では，1926年以降これまでに3回の顕著な地震活動があった［第5図

(4)］。前期の［①1964年12月～1965年4月と②1978年1月～同年3月（最大地震M7.0・1月14日）及

び③1986年11月～同年12月（最大地震M6.0・11月22日）にかけての活動である。

注：本震の再計算結果（最終値）は，M6.5・深さ5.8㎞，34°45.6’N・139°14.0’E。した

　がって，本震・余震分布に示されている本震位置は，これより北の余震域北端となる。

　＊は1Hz・1万倍の地震計記録による地震数（鎌田観測点・JMA）。

　第5図(2)’は，1964年12月に同海域で発生した地震の再調査（再計算結果）の成果を参考の

　ため示したものである。①aは地震月報掲載の地震の震源分布図，①bと②は当時未処理であっ

　た資料も含め調査・整理して，現在の処理法により再計算した結果の震源分布とその時空間

　分布。期間は同じだが，震源決定地震数は3.7倍になった。
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　　　第1表　地震の被害

Table 1　Damage　by　the　seismic　activity.

　　　　　第1図　伊豆大島近海の地震の震度分布(1990年2月20日・M6.5)。

Fig.1　Distribution of seismic intensities for the earthquake in the near Izu-Oshima Island (Feb.20,1990：M6.5).
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　　　　第2図　地震のメカニズム解（上半球投影）。

　　　　　　　●：押し，○：引き。

Fig.2  Focal mechanism solutions.(Projected on the upper hemisphere).

　　　 ●:Up,○:Down.
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第3図   鎌田（伊東市）における地震回数。

①：時間別地震回数（1990年2月20日～2月26日）

②：日別地震回数（1990年2月20日～3月31日）。UF：無感， F：有感。

Fig.3 　Hourly and daily number of earthquakes observed at Kamata．

　　 　①:Hourly number of earthquakes(Feb.20-Feb.26,1990)，

　   　②:Daily number of earthquakes(Feb.20-Mar.31,1990).

 　　　Black area shows felt earthquakes at weather stations.
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第4図  伊豆大島近海の地震活動（1990年2月20日～4月5日）。

①：震央分布，②：断面図（N－S・E－W），③：時空間分布，④：M－T図。

Fig.4 　Seismic　activity　near　the　Izu-Oshima　lsland (Feb.20 - Apr.5,1990)

　　   ①:Epicentral distribution, ②:Vertical section of 1 along the N-S･E-W direction, ③:Space-time plot, ④:M-T diagram.
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　第5図　伊豆大島近海の地震活動

　　　　　(1)：1926年1月1日～1990年2月20日・M5.0以上，

　　　　　(2)：1964年10月1日～1965年4月30日，

　　　　　(2)'：1964年12月1日～12月31日・再調査，

　　　　　(3)：1988年1月1日～1990年2月19日，

　　　　　(4)：1926年1月1日～1990年3月29日・顕著な活動。①：震央分布，②：時空間分布。

Fig.5  Seismic　activity　near　the　Izu-Oshima　Island

　　　 (1):Jan.1,1926 - Feb.20,1990・M≧5.0,(2):Oct.1,1964 - Apr.30,1965,(2)':Dec.1 - Dec.31，

　　　 1964・Re-examination,(3):Jan.1,1988 - Feb.19,1990,(4):Jan.1,1926 - Mar.29,1990･

　　   Remarkable．activity．

　　　 ①:Epicentral distribution，②:Space-time plot．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一152一


	本文
	第１表・第１図
	第２図
	第３図
	第４図
	第５図



